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 今回は、小児病棟でのボランティアグ

ループ「にこにこトマト」の代表の神田美

子さんと、ターミナルケアに長く携わって

こられた岡部元英牧師（日本バプテスト連

盟）からの発題を受け、話し合いを持ちま

した。 

神田さんの発題では、諸

感覚が失われたかに思わ

れていた小児が、ボラン

ティアの奏でる音楽に反

応したり、喜ぶ親と共に

笑ったりした例などが紹

介されました。共通感覚

やノエマ的自己といった

ことを考えさせられま

す。 

また岡部元英牧師の発題

で、しばしば言葉を失う

しかない中で、牧師とし

て何ができるのか苦悩し

た、と話されました。誠

実な発言ですが、それ以

上に言語の可能性を考え

させられました。語り得

なくなったところから、

いのちの「言葉」を聞き取る作業が始まり

ます。そして、多分、存在の意味もそこか

ら聞き取っていくことでしょう。 

 このプログラムは、前年度の「人生の朝

と夕べをいかに生きるか」での課題、すな

わち「年を重ね、何もできなくなり、ただ

存在しているだけになっても、生きること

の意味とは何かを考える」を引き継いでい

ます。この課題の背後には、命が無化さ

れ、存在の意味が否定されていく現実が横

たわっています。存在の意味は、自己認識

にかかわりますが、それは他者との関係抜

きには考えられません。しかし、現代社会

においては、人と人とのつながりがずたず

たに分断されて来ていますし、またわたし

たちが分断してきたのです。「この美しい

約束のいのちに向かって」という副題は、

無化され、否定されていく「いのち」が聞

き取った神の肯定の声を反映しています

（70人訳聖書・創世記１：31）。フォーラ

ム「老い」では、その超越的な肯定の声を

肉なるものが聞き取っているという視点

が、思索の鍵になると思われます。 

 「はなしあい」の限られた時間の中で、

問題点を展開することの困難を覚えていま

す。講演を参加者が関与している諸分野の

共通言語に変換していくことが「はなしあ

い」の前提になります。しかし、M.アンリ

が指摘するように、ガリレイ以来の近代世

界の思考が「生」を否定していること、対

話者自らもそこから自由ではないこと、ま

た、前述しましたように他者との関係が分

断されている文化（あるいは言語）支配の

中にあることを自ら認識しない限り、「は

なしあい」自体が成立しなくなってきてい

るように思いました。それだけに、「はな

しあい」の課題も祝福も大きいということ

でしょう。 

 鈴木和哉（日本キリスト教会吉田教会牧師） 

 

 

2009年度 修学院フォーラム「老い」 －この美しい約束のいのちに向かって－ 第１回   
 

「与えられたいのちをともに生きる 」 
 

2009年4月18日（土）13:30 ～ 17:30 
 

講師：神田 美子（京都大学小児血液病棟ボランティアグループ「にこにこトマト」事務局代表） 

     岡部 元英（日本バプテスト連盟北白川教会牧師）   

（財）日本クリスチャンアカデミー 関西セミナーハウス 

活動センターだより 
2009年度 第１号（8月25日発行） 
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2009年度 修学院フォーラム「福祉」 －福音信仰の＜場＞を拓く福祉－ 第１回   
 

  「聖書は果たしてこの世の闇を照らす光なのか？」 
   福音信仰と福祉の関係を捉えなおす（マルコ1,21-34） 

 

2009年4月24日（金）18:00 ～4月25日（土） 15:00 
 

講師：岡山 孝太郎（京都基督教福祉会理事長） 

この5回に亘るフォーラムの目的は、市場

原理、すなわち力の原理が経済活動のみな

らず人間生活の全面にまで拡大され、教育

も福祉も文化もさらに宗教に至るまで深く

浸透し、キリスト教主義社会施設までその

波に呑み込まれている今日、営利追求の

ターゲットにまで転落した現代の福祉の立

ち返るべき原点は何かを、聖書に問うこと

にある。 

その第1回の今回の集まりには、福祉施設

で働く人も含めて30名もの人が参加し、そ

の多くの人が宿泊を共にし、ゆっくり考え

合った。二日目には、会場を萌出る緑に包

まれた能舞台に移し、参加者は心なごむ雰

囲気の中で、心を通わせ合うことができ

た。日帰りではなく、宿泊プログラムで

あったがゆえに、豊かになり得たプログラ

ムであった。 

 講師は、福音書のイエスの歩みを丁寧に

辿りつつ、次

のように語り

かけた。 

 福 祉 は、

「時 は 満 ち

た、神の国は

近づいた」、

「見よ、すべ

ては新しくなった」と告げられる福音の現

実の中に拓かれていく。古い生は打ち砕か

れて、思いがけない生が私たちの中にかた

ちづくられていく。神の現臨は人間の弱さ

を造りかえていき、むしろ「弱さこそ聖な

るもの」として立てる。福祉は、この事実

の証言に他ならない。主イエスに出会うと

いうことは、生の慰めや勇気づけではな

く、生のそのものの大いなる転換である。

福祉が人間の間で引き起こしていくのは、

正にこの生そのものの転換である。 

福祉は、神から賜わる喜びから始まり、

限りなく増殖し、存在するすべてを包みこ

む波紋となって広がる特質を宿している。

喜びは、人を活かし、人を共に結び、共生

を創り出すダイナミックな力「福祉」とし

て働く。 

福音主義信仰に立つ福祉は、その根拠を

「神われらと共におられる」という共生の

原事実におく。福祉の課題は、共同の祝宴

を荒野に設けることである。 

小久保 正 (中部大学生命健康科学部教授） 

《参加者アンケートから》 
 

・子供と高齢者の組合せは意外性があった。両者ともその瞬間を生きていることを表して伝え

てくれる点は同じだと思う。  

《参加者アンケートから》 

・福祉とは何かということについて、聖書的、また、信仰的な観点から示していただき、私自

身の大きな糧となりました。 
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 自分の他者との関わり方に気づき、ゆた

かなコミュニケーションを築くために、京

都ノートルダム女子

大学の山本智也さん

を講師に招き、人間

関係トレーニングを

実施しました。開発

教育セミナーで山本

さんを講師に招くの

は３回目、自分をひ

らき、ふり返りを通

して自己理解に誘う

スキルには定評があ

ります。 

 第１セッションでは、ホーナイの理論に

よる「基本的対人態度測定インベント

リー」という調査紙を用いて自分の人との

関わりの傾向に気づきました。これは、私

たちが持つ基本的不安への防衛として「神

経症的欲求」をあげ、これを測ることに

よって自分の関わりの傾向を理解するもの

です。小グループで分かち合いをすると、

それぞれの傾向に特徴があることが分か

り、これを知ることで他者への関わりのヒ

ントにしたいと思いました。 

第２セッションでは、「たずねる」・

「こたえる」・「観察する」という３つの

役割を体験し、自分のコミュニケーション

の特徴やくせを知るトレーニングをしまし

た。自分の話したいことがうまく伝えられ

ないもどかしさ、それによって自分自身が

混乱してしまうことに気づき、あらためて

「話す」「聴く」難しさを実感しました。

また、観察したことを相互にフィードバッ

クすることで、自分のコミュニケーション

の短所だと思いこんでいたところが相手に

はそのように受け止められていないことが

わかり、ほっとすることもありました。 

第３セッションでは、一人ずつ絵を描

き、それを使ってグループで１つの絵を完

成させることを通して、グループで起こっ

ていることに気づき、自分の関わりについ

て考えました。お互いに感情の表出を加減

しながら、取り組むプロセスを楽しみまし

た。 

 初めての参加者が多く、「しだいに緊張

がほぐれ、自然に体験と話し合いが促進さ

れた」「いいメンバーに支えられて活動で

きた」と好評でした。 

 丸山まり子（奈良県安堵町立安堵小学校教諭）  

 

2009年度 第１回  開発教育セミナー 
 

  「人間関係トレーニング 

   ～グループファシリテーションを学ぼう 」 
 

2009年5月9日（土）16:00 ～5月10日（日） 12:00 
 

講師：山本 智也（京都ノートルダム女子大学准教授） 

《参加者アンケートから》 

・同じことをしても、人によってまったく違った視点での気付きがあり、グループ内での意見の共有は、と

ても得るものが多かった。今までは、意識していなかった自分の長所などもわかり、勇気づけられた。 

・コミュニケーションが上手いと、普段の生活でも違ってくる事があるのかなと思った。相手に興味を持っ

て知ろうとする事が大事だと思った。 

・自分の性格や話し方を他人から見てもらうというのは、なかなかないので、おもしろかった。 
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京都を中心に関西に住む

多くの方に開発教育への第

一歩を踏み出していただく

目的で、京都府国際セン

ター、京都市国際交流協

会、JICA 大 阪 と 関 西 セ ミ

ナーハウス開発教育研究会

の４者が共催して開発教育

入門セミナーを行いまし

た。 セミナーテーマは

“Think Globally, Act locally～「足も

と」と「世界」をつなぐ～”とし、「なん

でも？！100円ショップ」と「パーム油のは

なし」の２つのワークショップを提供し、

65名の参加がありました。 

「何でも？！100円ショップ」では、バー

ベキューにいく

という設定で

100円ショップ

で手に入るもの

を考えることか

ら始め、割りば

しの輸入・生産

と日本の産業、

世界の工場となった中国の実態などを踏ま

えながら、大量にモノを消費するわたした

ちのくらしのありようを問い直していきま

した。また、「パーム油のはなし」では、

私たちのくらしを見え

ないところで支えてい

るパーム油について、

生産国で起こっている

問題を知ることからは

じめ、パーム油をめぐ

る模擬関係者会議とい

う設定で環境、人権、

くらしなど様々な観点

で解決策を考えまし

た。参加者からは「普段考えたことのな

かった便利さの裏側を知ることができて、

とても考えさせられた」「生産現場の労働

者の生活実態を知ることで、これからモノ

の見方が変わる」などの感想がありまし

た。また、「“知る”ことのみならず、

“考える”“参加する”ことができた」

「オープンエンドで考えること、ファシリ

テーターは受け手の気づきを促す種をま

く、という考え方がとてもよかった」な

ど、開発教育のめざす参加型の学びに対す

る気づきの声が多く寄せられました。 

 このセミナーが「足もと」と「世界」を

つなぐきっかけになり、公正な地球社会づ

くりに広がっていくことを期待したいと思

います。 

               佐藤友紀 

 

2009年度 第２回  開発教育セミナー 
 

「開発教育入門セミナー」 
 Think Globally,Act Locally～「足もと」と「世界」をつなぐ～ 

 

2009年6月13日（土）10:00 ～ 17:00 
 

講師：佐藤 友紀（大阪府立四条畷高等学校）、塩見 登（京都市立弥栄中学校）、 

        中江 淳子（宇治市立木幡中学校）、西上 壽一（奈良県上牧町立上牧小学校）、 

        友前 尚子（南丹市立園部第二小学校）  

    会場：京都市国際交流会館    

《参加者アンケートから》 

・開発教育は、まったくの初心者でしたが、大変面白くためになりました。最初は教員中心のセミ

ナーで、場違いかなと思っていましたが、いろんな年齢や立場の人がおられて、大変興味深いお話

がきけました。 

・様々なことを学ばせていただきました。充足感とともにもやもやが、多く残った気がします。こ

の思いを次につなげて行きたいです。 

・ただ｢知る｣ことのみならず、「考える」「参加する」ことができた。  
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 本シリーズの２回目。参加者の多くが、

福祉や教育、そして人生の現場から、講師

による聖書講義によって励ましを得たいと

いう願いをもって集まってこられた。初回

からの連続参加者が比較的多かったこと、

そして、初回が一泊プログラムであったこ

とも手伝って、互いの再会を喜びながら、

親しみと和やかな雰囲気のなかでの開始と

なった。 

 このシリーズは、講師

に導かれ、「マルコによ

る福音書」の精読を通し

て、福祉という営為を貫

く聖書的思想を確認する

ことを目的に計画されて

い る。講 師 は、そ れ を

「新しい回生の旅」と呼

び、聖書によって触発さ

れた新たな福祉創造への第一歩として考え

ておられる。 

 表題物語（マルコ2章1~12節）について、

今回も講師独自の釈義的検討が加えられ、

現代における福祉とそれにかかわる者の

エートスも含めて、聖書的「共生」の思

想について対比的に論じられた。そのた

め、言及された話題は、人生や日常の生

活にまでおよび、多くの参加者が聖書の

一言半句に自らの歩みを重ね合わせなが

ら耳を傾けた。 

 講師によれば、中風の人を担いだ四人

は神的働きの暗示でもあった。その働き

には、屋根という境界（障害）を突破し

て救済を現実化する神の真実が宿されて

いたと考えられる。イエスは「彼らの真

実」を見て、中風の人に「ゆるし」を宣

したのであった。それは、中風の人が人

間として「関係」のなかに回復されたと

の宣言に他ならない。 

 中風の人とかれを担

いだ四人との間に成立

した関係は、ひとりの

人の困難を共有したこ

とによった。講師は、

福祉という営みが本来

的に家族などの基本的

「関係」に属するもの

であったはずだと訴え

な が ら、こ の 物 語 に

よって、家族と福祉を

自由に往還しながら、両者に通底する

「関係」の基本を語られた。 

 最後の「はなしあい」においては、教

会教育や福祉現場における人材育成をめ

ぐっても熱心な意見交換がなされた。 

 参加は27名。多くの参加者が、聖書に

よって自分の立つ場所を見直せたことを

喜び、次回の再会を約束して散会した。

ひとりではとても逢着しえない聖書の深

奥を、すぐれた導き手の案内によって訪

ね得たとする、多くの満足の声が寄せら

れた。  

 中村 信博（同志社女子大学教授） 

 

2009年度 修学院フォーラム「福祉」 －福音信仰の＜場＞を拓く福祉－ 第２回   
 

  「床を担いで歩き出した男の物語」 
   行き詰まった「共生」の思想を問い直す（マルコ2,1-12） 

 

2009年6月20日（土）13:30 ～ 17:30 
 

講師：岡山 孝太郎（京都基督教福祉会理事長） 

《参加者アンケートから》 

・今回もとても勉強させていただきました。前回は、はげまされて職場に戻りました。教育、福

祉は、神様によってなされること(神様によってしか成されない。神様の出会いによって、新しく

人生を生きることができるという希望をもって働いています。)をいつも現場で感じています。 

・ 先生のお話はいつも、お聞きしたあとで、自分の足の向きが少し変えられていく感じがします。  
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「話し合い」に参加して               

 私は、社会福祉施設に勤務しています

が、今回あらためて自分自身の「福祉のあ

りかた」を見つめ直し、また「キリスト教

福祉とは何か」を学ぶために参加しまし

た。 

 講師は、人が共に生きる絆が希薄な現

実・状況を見据え、福祉教育者として、ま

たご自身の人生の中から、福祉を語られ、

聖書のメッセージの深い意味を丁寧に、そ

して静かな迫力をもって語られました。そ

の新鮮なメッセージは私の心に染み入るも

のでした。 

 テーマの中の「飼う者のいない羊（群

集）」は、他の人と共に生きている実感、

絆が希薄で、自己責任と自助努力のみが求

められ、分断されている孤独な私たちの不

条理な現実のように感じます。キリスト教

福祉のメッセージの中から、福祉はすべて

の人のためのものであり、人の生涯は福祉

と共にあることを深く実感しました。 

 話し合いでは、児童施設利用者の将来問

題に苦慮されていること、福祉教育のあり

方について、また他の現場では、利用者と

の出会いにより、いのちの大切さ、そして

利用者の自然な心の広さに励まされること

など、それぞれの場での苦しみや喜びにあ

ふれている現実を聴くことができました。

「福祉は他者の苦しみ痛みを感じ、他者の

喜びを共に見出すこと」という話に共感し

つつも、苦慮している問題に対し、今、具

体的な方策を打ち出すことができないのも

現実です。沈黙し、語りえぬ自分を感じる

ことさえあります。それでも尚ひとりから

でも現状を知り、改善のために動き始める

ことが求められていること、それは大きな

動きとなり、やがて国の施策も動かすこと

になることを実感しました。そのためにも

より広い福祉のネットワーク（理解、協

力）にも参加し、話し合いの輪をひろげて

いくことが大切であると思います。 

 不条理にも生きにくい時代、社会といわ

れますが決して希望を見失ってはいけない

と思います。この小さな集まりの限られた

時間の話し合いであっても、また具体的な

行動指針が示されたわけでなくても、ひと

りひとりが受け止めたキリスト教福祉の

メッセージを自分の居場所・地域社会にお

いて、どのように実践し展開していくの

か、そしてその喜び、あるいは困難さを再

びこの「話し合い」に集いの場に持ち帰

り、問題提起できるかが課題になると思い

ます。 

 姫野眞知夫（社会福祉法人びわこ学園） 

 

2009年度 修学院フォーラム「福祉」 －福音信仰の＜場＞を拓く福祉－ 第３回   
 

  「闇に呑み込まれていった群集の物語」 
   福祉を解体する「解散」の思想を抉る（マルコ6,34-44） 

 

2009年7月18日（土）13:30 ～ 17:30 
 

講師：岡山 孝太郎（京都基督教福祉会理事長） 

《参加者アンケートから》 

・福祉の基本となること、福祉において大切なこと、知る、受け止める、分け与えていく・・・。様々なこと

を学ばせていただきました。実際に福祉の場で生きている者にとって、これからの壁にあたったときに、

大きな力となりました。  

・たった一言の言葉に複数の意味がある・・・。深いものなんだなぁと思うことができました。  
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 ７月２５日（土）午後～２６日(日)昼に

かけて、開発教育研究会の第３回目のセミ

ナーを開催した。「貧困問題」に対する関

心も高く、またリソースパーソンが湯浅誠

さんということもあり、この日初めてセミ

ナーハウスを訪れる方も含めて、３６名も

の参加者があった。 

 湯浅さんは、テレ

ビで拝見するクール

なイメージとは違

い、ご本人はとても

おだやかな雰囲気を

お持ちで、参加者と

ともに和やかな時間

を過ごすことができ

た。ま た、自 ら を

「活動家」という湯

浅さんの活動家像や

目指す社会像から

も、多くのことが学べた。 

 １日目は、クイズで日本の貧困の現状を

確認し、ウェビングで「貧困とは何か」を

考えた後、１９９６年から野宿者支援活動

に関わり、また年末年始の「年越し派遣

村」の村長を務められた湯浅さんに、「製

造業派遣」で働く人の現状と日本の雇用破

壊の現実、使えないセーフティネット、

「すべり台社会」の現実についてお話しい

ただいた。 

現在、２０代前半の若者の約半分、全労

働者の３人に１人が「非正規雇用」だと言

われている。昨年秋からの世界不況で、 

１１月以降、日本でも「派遣切り」により

多くの人が仕事と住まいを失い路上に投げ

出されたという。 

 ２日目は、アクティビティのあと、グ

ローバリゼーションの中で、世界的に格差

がどのように拡がっているのかを、メキシ

コやバングラデシュを例に、多国籍企業の

活動を挙げながらお話しいただいた。参加

者からは時間が足りないぐらい様々な質問

が出され、活発な意見交流がなされた。 

 夜の交流会も含め、参加者のみなさんと

有意義な時間を共有することができた二日

間であった。 

 中江淳子 （宇治市立木幡中学校教諭） 

 

2009年度 第３回  開発教育セミナー 
 

  「グローバリゼーション と 日本の貧困 」 
 

2009年7月25日（土）16:00 ～7月26日（日） 12:00 
 

講師：湯浅 誠（ＮＰＯ法人自立生活サポートセンター・もやい事務局長） 
 

《参加者アンケートから》 

・“溜め”という言葉が、ぴたりときた。言葉を的確に使うことがいかに大切か、湯浅さんのお話と

著作から学んだ。人を動かすのは言葉。そして、タイミングも重要だと思った。  “搾取の構造”が

日本では隠されていること。それらを可視化すること。それをどうすればよいか、考えていきたい。 

・ワークを期待したが、非常に受け身で、湯浅さんの「教えを乞う」ような内容だったのは残念。 

・グループで話をする企画が、非常に有効だと思った。 

・参加者どうしで話す場面が多く、聞きっぱなしではないのがよかったと思います。 

・貧困というと、アフリカなどのイメージが強かったが、絶対的貧困と相対的貧困があるとか、日本

の中の貧困を考えるきっかけになった。  
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 ２００９年度 ９～１２月 

    主催・共催プログラム予定 
 

会場：特に記載のないものは、 

   関西セミナーハウス 

■第1回 お茶こころえの会  
「お月見の会」 

日時：９月１７日(木) 16：00～19：30 

参加費：8,000円（抹茶、夕食代込み） 

■修学院フォーラム「福祉」 
第５回 「死の変貌を見詰めていた女の物

語」―夜明けを告げる｢先行｣の思想を生きる 

                 （マルコ16,1-8）― 

講師：岡山孝太郎(京都基督教福祉会理事

長） 

日時：９月１９日（土）13：30～17：30 

参加費： 2,000円(学生500円) 

■第４回 開発教育セミナー 

「水俣フィールドスタディ～公害の原点を訪

ねて」 

講師：坂西 卓郎（元水俣病センター相思社 

   職員） 

日時：９月２０日（日） ～ ２２日（火） 

参加費：30,000円（現地宿泊、食費、活動費

込み） ※現地を訪ねます。 

■修学院フォーラム「老い」 
第２回 「存在・自己・生命の意義を見つめ

る」 

講師：藤縄 昭（京都大学名誉教授） 
    田部郁彦(日本キリスト教会西都教会牧師)     

日 時 ： ９ 月 ２ ５ 日（金）18:00  ～ ２ ６ 日（土）

13:00 
参加費：13,000 円、学生 10,000 円（1泊３

食、プログラム込み） 

■修学院フォーラム「生命」 
第１回 「キリスト教とｉPS研究｣ 

講師：戸口田淳也（京都大学ｉPS細胞 

    研究センター副センター長） 

    シュペネマン クラウス（同志社 

    大学名誉教授） 

日時：１０月９日（金）18：00～１０日(土)15：00 

参加費：13,000円、学生10,000円(1泊３食、

プログラム込み) 

■第５回 開発教育セミナー 

「〈たぶんかきょうせい〉と〈外国人労働者〉～

私たちの社会をだれと一緒に築くのか」 

講師：鈴木 健（カラカサン～移住女性のた

めのエンパワメントセンター事務局長） 

日時：１０月３１日（土）16：00 ～１１月１日（日）

12：00 

参加費：10,500 円（1泊2食、プログラム込み） 

■修学院フォーラム「生命」 
第２回 「キリスト教における生と死の概念｣ 

講師：白方 誠彌（前日本バプテスト病院院長） 

    岡山孝太郎（京都基督教福祉会理事長） 

日時：１１月１４日（土）13：30～17：30 

参加費： 2,000円(学生500円) 

■もみじまつり 

日時：１１月２３日（月・祝）9：00 ～16：30 

 安田美穂子賛美コンサート、茶席、能楽、

邦楽席、春名康範マンガ展 他 

■第６回 開発教育セミナー 

「＜公正＞な貿易って何だろう？～フェアト

レード・チョコレートをたどる旅」 

講師：鈴木 紀(国立民族学博物館准教授） 

日時：１２月１２日（土）16：00 ～１２月１３日

（日）12：00 

参加費：10,500 円（1泊2食、プログラム込み） 

発行人 ：小久保 正（ 関西セミナーハウス活動センター運営委員長） 
 

発行所 ：（財）日本クリスチャンアカデミー 関西セミナーハウス活動センター 
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 日が暮れると、蝉時雨に代わって、草むらからは、虫の音が聞こえます。残暑から秋へ、

季節は忘れず移っていきます。 

 この春から、所長、スタッフとも新顔でお世話になっております。 

いろいろと不手際の節は、どうぞご容赦ください。一層のご指導、ご鞭撻のほど、お願い申

し上げます。 


